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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第70期

第１四半期累計期間
第71期

第１四半期累計期間
第70期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 1,178,117 1,182,807 4,746,646

経常利益 (千円) 49,171 25,822 81,392

四半期(当期)純利益 (千円) 48,793 18,923 113,171

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 770,000 770,000 770,000

発行済株式総数 (千株) 15,400 15,400 15,400

純資産額 (千円) 2,920,804 2,930,482 3,000,550

総資産額 (千円) 5,681,870 5,472,708 5,613,728

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 3.25 1.26 7.53

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 2.0

自己資本比率 (％) 51.4 53.5 53.5

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の

推移については記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益につきましては、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

第１四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありま

せん。また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析 

当第１四半期累計期間のわが国経済は、復興需要などの内需の主導により緩やかに回復してきたもの

の、欧州債務危機の影響による円高圧力のほか、中国経済の減速や電力供給不安などの懸念から、景気の

先行きは不透明な状況で推移しました。

このような情勢のもと、当第１四半期累計期間の売上高は11億８千２百万円となり、前年同期に比べ４

百万円、0.4％の増収となりました。

一方、売上原価につきましては、減価償却費や動力費が減少したものの、荷役関係諸払費が増加したこ

とから、10億６千９百万円となり、前年同期に比べ３千１百万円、3.0％の増加となりました。また、販売費

及び一般管理費については、１億２百万円となり、前年同期に比べ３百万円、3.4％の減少となりました。

この結果、当第１四半期累計期間の営業利益は１千万円となり、前年同期に比べ２千２百万円、69.1％

の減益となりました。経常利益は、受取配当金の収受などにより２千５百万円となり、前年同期に比べ２

千３百万円、47.5％の減益となりました。

四半期純利益につきましては、１千８百万円となり、前年同期に比べ２千９百万円、61.2％の減益とな

りました。

セグメント別の営業の概況は、次のとおりです。

（ばら貨物セグメント）

クレーンで取り扱う港湾貨物は、前年同期に比べ主に石炭とイルメナイトの荷役数量が増加しまし

た。これにより、荷役業務のほか、関連する海上運送業務につきましても取扱数量が増加しました。

以上により、ばら貨物セグメントの売上高は６億３百万円となり、前年同期に比べ１億円、19.9％の

増収となりました。また、セグメント損失は３千万円（前年同期は１千６百万円のセグメント損失）と

なりました。

（液体貨物セグメント）

石油類は、取扱数量は減少したものの、新規契約タンクの稼働などにより増収となりました。一方、化

学品類につきましては、取扱数量が減少したことから減収となりました。

以上により、液体貨物セグメントの売上高は３億２千４百万円となり、前年同期に比べ２千４百万

円、8.3％の増収となりました。また、セグメント利益は１億円となり、前年同期に比べて１千３百万円、

15.6％の増益となりました。

（物流倉庫セグメント）

危険物倉庫は、ほぼ前年同期並みの売上高となりました。低温倉庫は荷役業務で減収となりました。

冷蔵倉庫は取扱数量の減少により減収となりました。食材加工施設は保管料収入の増加により増収と

なりました。

以上により、物流倉庫セグメントの売上高は２億５千５百万円となりました。前年同期に比べると、

昨年の７月に事業から撤退した第２低温倉庫の収入減が大きく影響し、１億２千万円、32.0％の減収と

なりました。また、セグメント利益は１千３百万円となり、前年同期に比べて２千８百万円、68.5％の減

益となりました。
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(2)財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は54億７千２百万円となり、前事業年度末に比べて１億４千１百万

円減少しました。これは現金及び預金が増加するなどしたものの、売掛金の回収が進み残高が減少したこ

とや、投資有価証券が時価の下落により減少するなどしたことが主な理由であります。

負債合計につきましては、長期借入金等の有利子負債や買掛金が減少するなどしたことから、前事業年

度末に比べて７千万円減少し、25億４千２百万円となりました。

純資産合計につきましては、その他有価証券評価差額金の減少などにより、前事業年度末に比べて７千

万円減少し、29億３千万円となりました。

　
(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はあり

ません。また、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題もありません。

前事業年度末において認識していた財務諸表作成における重要な見積りの判断に大きな影響を及ぼす

事項についても変更等はありません。

　
(4)研究開発活動

該当事項はありません。

　
(5)従業員数

当第１四半期累計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

　
(6)生産、受注及び販売の実績

当第１四半期累計期間において、物流倉庫セグメントの売上が著しく減少しておりますが、これは前事

業年度中に第２低温倉庫の運営を停止し、撤去した影響によるものであります。

　
(7)主要な設備

当第１四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動はありません。また、新たに決定した主要な

設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等の計画はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,400,00015,400,000
大阪証券取引所
(市場第２部)

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式
単元株式数　1,000株

計 15,400,00015,400,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

― 15,400,000 ― 770,000 ― 365,161

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

― ―
377,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,965
―

14,965,000

単元未満株式
普通株式

― １単元(1,000株)未満の株式
58,000

発行済株式総数 15,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,965 ―

(注) １　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が309株含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

　櫻島埠頭株式会社
大阪市此花区梅町
１―１―11

377,000 ― 377,000 2.44

計 ― 377,000 ― 377,000 2.44

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有しておりませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 717,480 804,276

受取手形及び売掛金 533,531 403,038

有価証券 25,020 25,013

貯蔵品 18,025 15,152

その他 67,768 34,265

貸倒引当金 △9,773 △6,927

流動資産合計 1,352,052 1,274,819

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,463,103 1,423,617

構築物（純額） 398,497 430,698

機械及び装置（純額） 498,902 502,681

その他（純額） 76,204 83,860

有形固定資産合計 2,436,707 2,440,858

無形固定資産 192,922 191,511

投資その他の資産

投資有価証券 1,257,183 1,185,719

その他 374,862 379,799

投資その他の資産合計 1,632,046 1,565,518

固定資産合計 4,261,676 4,197,888

資産合計 5,613,728 5,472,708

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 395,112 325,931

1年内返済予定の長期借入金 388,260 378,270

未払法人税等 2,916 4,675

賞与引当金 30,064 49,688

その他 342,115 455,057

流動負債合計 1,158,467 1,213,622

固定負債

社債 30,000 30,000

長期借入金 973,300 875,740

退職給付引当金 2,724 15,951

役員退職慰労引当金 83,274 87,645

環境対策引当金 68,591 67,733

資産除去債務 23,639 23,734

その他 273,181 227,800

固定負債合計 1,454,711 1,328,604

負債合計 2,613,178 2,542,226
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 770,000 770,000

資本剰余金 365,161 365,161

利益剰余金 1,650,319 1,639,197

自己株式 △53,673 △53,723

株主資本合計 2,731,807 2,720,635

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 268,742 209,846

評価・換算差額等合計 268,742 209,846

純資産合計 3,000,550 2,930,482

負債純資産合計 5,613,728 5,472,708
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 1,178,117 1,182,807

売上原価 1,038,623 1,069,906

売上総利益 139,494 112,900

販売費及び一般管理費 106,302 102,645

営業利益 33,192 10,255

営業外収益

受取利息 795 718

受取配当金 17,207 15,291

その他 5,175 5,829

営業外収益合計 23,178 21,839

営業外費用

支払利息 7,103 6,246

その他 95 26

営業外費用合計 7,199 6,273

経常利益 49,171 25,822

特別損失

固定資産除却損 － 2,480

特別損失合計 － 2,480

税引前四半期純利益 49,171 23,342

法人税、住民税及び事業税 882 4,518

法人税等調整額 △503 △100

法人税等合計 378 4,418

四半期純利益 48,793 18,923
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第1四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれ

ぞれ757千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次の通りであります。
　

　
前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

減価償却費 104,168千円 91,175千円

　
(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。　

　
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年6月28日
定時株主総会

普通株式 30,045 2.00平成24年3月31日 平成24年6月29日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

櫻島埠頭株式会社(E04322)

四半期報告書

11/15



　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期損益
計算書計上
額(注)３ばら貨物 液体貨物 物流倉庫 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 503,092299,338375,2791,177,7104071,178,117― 1,178,117

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 503,092299,338375,2791,177,7104071,178,117― 1,178,117

セグメント利益又は損
失(△)

△16,52987,13241,995112,599△100 112,498△79,30533,192

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業務であります。

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額△79,305千円は、各報告セグメントに帰属していない一般管理費であ

ります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
Ⅱ  当第１四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期損益
計算書計上
額(注)３ばら貨物 液体貨物 物流倉庫 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 603,352324,081255,0451,182,4793271,182,807― 1,182,807

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 603,352324,081255,0451,182,4793271,182,807― 1,182,807

セグメント利益又は損
失(△)

△30,760100,71013,23183,182△302 82,879△72,62410,255

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業務であります。

２  セグメント利益又は損失(△)の調整額△72,624千円は、各報告セグメントに帰属していない一般管理費であ

ります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載の通り、法人税法の改正に伴

い、当第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の

法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人

税法に基づく方法に変更しております。

当該変更により、「液体貨物」のセグメント利益が689千円増加し、その他各セグメントの利益に与

える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

　 １株当たり四半期純利益金額 3円25銭 1円26銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 48,793 18,923

    普通株主に帰属しない金額(千円) 　　　　　　　　　　― 　　　　　　　　　　―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 48,793 18,923

    普通株式の期中平均株式数(株) 15,024,376 15,022,998

(注) 　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年8月13日

櫻島埠頭株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    竹    伸    幸    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    守    谷    義    広    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている櫻島
埠頭株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第71期事業年度の第１四半期会計期間(平成

24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日
まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、櫻島埠頭株式会社の平成24年６月30日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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